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　さむい冬のじきにからだや部
へ や
屋をあたためる道具

です。日本では昔から木とわらでつくった家がおお
く、もえやすいので、火がぼうぼうとでるような暖

だ ん ろ
炉

( 部
へ や
屋のかたすみにあり、レンガでつくったかまど )は

ありませんでした。そのかわりひとりひとりでつかう、
火
ひばち
鉢というものができました。火

ひ ば ち
鉢は金

きんぞく
属や陶

と う き
器 ( や

きもの ) でできています。火
ひ ば ち
鉢のなかには灰

はい
がはいっ

ていて、そとで炭
すみ
をいこらせて、それを火

ひ ば ち
鉢にいれて

つかいます。火
ひ ば ち
鉢に手をむけるとからだじゅうがあた

たかくなります。火
ひ ば ち
鉢の上でお湯

ゆ
をわかしたり、おも

ちをやくこともできます。炭
すみ
を灰

はい
のなかにいれると火

がきえます。今では灯
と う ゆ
油やガスをもやしてあたためる

ストーブや、電
で ん き
気ストーブ、エアコンがつかわれるよ

うになり、めったにみかけなくなりました。

でんきだんろ［電気暖炉］
日
にっしんでんねつきせいさくしょせい
新電熱器製作所製 　70年前

スイッチをいれると電
でんねつせん
熱線がねっせらっれ、

あたたかくなります。上にかしつきがついて
います。

くろうるしひばち (左 ) とだいつきひばち（右）
 ［黒漆火鉢と台付火鉢］　100～ 50年前
台つき火

ひばち
鉢はイスにこしかけたときにつかいます。

　昔
むかし

はくらいところをてらすのに、お皿
さら
になたね油

あぶら
を

いれてあかりをともす灯
とうみょう

明やローソクをつかっていま
した。ローソクは風にあたるときえやすので、行灯や
提
ちょうちん
灯のなかにいれてつかわれました。ローソクはこう

きゅう品
ひん
だったので、お寺

てら
や神

じんじゃ
社、お金

か ね も
持ちの人しか

つかうことができなかたようです。明
め い じ じ だ い
治時代(140年前)

になると、くじらの油
あぶら

やガスであかりをともすランプ
がとうじょうしました。このようなランプはまちをて

らすあかりでした。家ではまだローソクがつかわれて
いたのです。電

で ん き
気がかく家にとどくようになってから

は、ローソクはぶつだんの前やとくべつなお祭
まつり

のとき
にしかつかわれなくなりました。今ではくらいところ
をてらすのに、電

でんきゅう
球や蛍

けいこうとう
光灯、発

はっこう
光ダイオードなどが

つかわれています。

　駕
か ご
籠や人

じんりきしゃ
力車は、ひっぱてくれる人にお金をはらって目

もくてきち
的地まではこんでもらうための道具で

す。駕
か ご
籠は大昔からありましたが、よくつかわれるようになったのは江

え ど じ だ い
戸時代 ( およそ 350年前 )

からです。まん中のはこに人がのり、前と後につきでているながい棒
ぼう
を 2人でかついで、はこん

でいきます。はじめはお殿
とのさま
様やお金

か ね も
持ちの人がつかうものでしたが、やがてふつうの人びともよ

くつかうようになりました。明
め い じ じ だ い
治時代 (140 年前 ) になると人

じんりきしゃ
力車が登

とうじょう
場しました。人

じんりきしゃ
力車のほ

うがスピードがはやかったので、駕
か ご
籠はしだいになくなっていきました。人

じんりきしゃ
力車は前につきでた

とってをひっぱって、人をはこんでいきます。人
じんりきしゃ
力車はたくさんの人でにぎわう駅

えきまえ
前やはんかが

いをはしっていましたが、昭
しょうわ
和のはじめごろ (およそ 70年前 ) にはタクシーがこれにとってかわ

るようなりました。今ではほとんどの家に自
じどうしゃ
動車がありますので、昔の人にくらべてタクシーを

つかうことも少なくなりました。

ぎふちょうちん
［岐阜提灯］100年前
ひなまつりのときにつ
かったものです。ぎ
ふ提
ちょうちん
灯は二

にじゅう
重ばりで、

ローソクをともすと、
内がわの模

もよ う
様が外がわ

の模
もよ う
様とかさなってう

かびあがります。

てしょく［手燭］100年前
まいにち夕

ゆうがた
方になると、これ

をつかって家じゅうの行
あん
灯
どん
や

ローソクに火をつけてまわっ
ていました。

でんきスタンド (左 ) とローソクランタン (右 )
100 年前と 80年前

いずれも鴻
こうのいけけ

池家の主
しゅじん

人や
家
か ぞ く
族、番

ばんとう
頭とよばれた社

しゃちょう
長

をおくりむかえするのにつ
かわれました。駕

か ご
籠はたた

みおもてをめくりあげて、
出入りすることができます。
中には本をよむためのつく
えがあります。人

じんりきしゃ
力車は一

人乗
の
り用

よう
です。車

しゃりん
輪のじく

についているだ円バネが、
振
しんどう
動をやわらげてくれます。

 

かご［駕籠］150年前 全
ぜんちょう
長 270cm

じんりきしゃ［人力車］ 130 年前
全
ぜんちょう
長 210cm 車

しゃりん
輪の直

ちょっけい
径 105cm
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かぞえる 数える

はかる　計る・量る

数える

計る・量るきく　聴く・聞く聴く・聞く
　はなれたた場

ば し ょ
所にいる人の声

こえ
や音

おと
をきく道具（電

で ん わ
話

機
き
・ラジオ）、いちど別

べつ
のものに記

き ろ く
録した声

こえ
や音

おと
をき

くための道具（蓄
ちくおんき
音機）などがあります。電

で ん わ き
話機や蓄

ちく

音
お ん き
機が発

はつめい
明されたのはおよそ 130年前のことで、アレ

クサンダー・ベルやトーマス・エジソンが発
はつめい
明しまし

た。2人とも目の不
ふ じ ゆ う
自由な人たちのための音

おと
がでる道

具をつくりました。いっぽう、グリエルモ・マルコー
ニがイギリスとカナダのあいだで、無

む せ ん
線による音

おと
の

やりとりを成
せいこう
功させたのはおよそ 100 年前のことで、

90 年前にははじめてアメリカでラジオ放
ほうそう
送がはじま

りました。日本のラジオ放
ほうそう
送は 80 年前にはじまりま

した。今はどうでしょうか ?ケータイはもちろん電
で ん わ
話

をするためにつかいます。でも、ケータイで音
おんがく
楽をき

くことができます。ラジオをきくこともできます。テ
レビ付

つき
のケータイも登

とうじょう
場しました。便

べ ん り
利になったもの

です。

　日本ではじめて硬
こ う か
貨 ( 金

きん
ぞくでできたお金 ) がつく

られたのは 1300 年前のことです。品
しなもの
物と交

こうかん
換するた

めにつくられましたが、つかう人はあまりいなかった
ようです。硬

こ う か
貨をつかう人がふえたのは 500年前ごろ

で、金
きん
や銀

ぎん
で硬

こ う か
貨をつくったからです。それまではも

のとものを交
こうかん
換して、ほしい品

しなもの
物を手にいれてました

が、お金で品
しなもの
物をかうことができるようになったので

す。お金で品
しなもの
物をかえるようになると、すばやくお金

をかぞえたり、すばやくお金の計
けいさん
算する必

ひつよう
要がでてき

ました。

　ものの重
おも
さをはかるしくみには、(1) はかりたいも

のとおもりをつりあわせる天
てんびん
秤ばかりと、(2) ものを

ぶらさげたときのバネがのびるながさをよみとるバネ
ばかりがあります。わたしたちのまわりにも重

おも
さをは

かる道具はたくさんあり、身
か ら だ
体の重

おも
さをはかる体

たいじゅうけい
重計、

魚
さかなや
屋さんや肉

に く や
屋さんがつかう上

うわざら
皿ばかりなど、ほとん

どのものはバネばかりのしくみをつかっています。こ
このふるい体

たいじゅうけい
重計や銭

ぜにばかり
秤、棹

さおばかり
秤は天

てんびん
秤ばかりのしくみ

をつかったものです。今ではみかけませんね。んっ ?
ほうとうは天

てんびん
秤ばかりは復

ふっかつ
活しているのです。デジタ

ル表
ひょうじ
示 ( 数

す う じ
字がでてくるやつ )の体

たいじゅうけい
重計やバランスW

ウィー
ii

ボードがそうです。天
てんびん
秤ばかりにはつりあわせるため

のおもりが必
ひつよう
要ですが、みあたりません。心

しんぱいごむよう
配御無用 !。

電
でんきじしゃく
気磁石がおもりをつくりだしてくれるからだいじょ

うぶです。このようなはかりのことを電
でんしてんびん
子天秤といい

ます。

2kg

500

1000

1500

2kg

500

1000

1500

左右がつりあったときのおもりの重さ
が、はかりたいものの重さにあらわす。

はかりたいものをぶらさげたとき、はり
がさしためもりがその重さにあらわす。

(1)

(2)

でんわき［電話機］
日
にほんでんきしゃせい
本電気社製　90年前

昔の電
で ん わ
話は交

こうかんしゅ
換手をと

おして、相
あ い て
手の電

で ん わ
話をよ

びだしてもらうしくみ
になっていましたので、
ダイヤルやプッシュボ
タンはありません。

ちくおんき［蓄音機］ コロムビア製
せい
 90 年前

針
はり
がレコードの溝

みぞ
からちいさなでこぼこを

よみとって振
しんどうばん
動板につたえ、さらに振

しんどう
動を音

おと

にかえてホーンからおおきな音
おと
をだします。

ラジオ　早
はやかわきんぞくこうぎょうけんきゅうしょ

川金属工業研究所 ( 現
げん
・シャープ ) 製

せい
 

80 年前
AM放

ほうそう
送せんようラジオ。このころのラジオ

には、電
でんきゅう

球ぐらいのおおきさの真
しんくうかん
空管がつか

われていました。

たいじゅうけい［体重計］
大
おおさかまついせいぞうせい
阪松井製造製　 90 年前 

台
だいしゅどう
手動はかりともいいます。

天
てんびん
秤ばかりのしくみをつかっ

ています。体
たいじゅう

重をはかる人は
いすにこしかけて、はかる人
は左のおもりとめもりを調

ちょうせつ
節

し、つりあったところがその
人の体

たいじゅう
重をあらわします。お

もりやめもりには、瓩 (キログ
ラム ) と貫

かん
・匁
もんめ
という 2 種

しゅるい
類

の重
おも
さのたんいがつかわれて

います。

鴻池家寄贈民具展
「むかしの道具いろいろ」展示パンフレット

さおばかり［棹秤］　100年前 
天
てんびん
秤ばかりのしくみをつかってい

ます。もちはこびができます。

天
てんびん
秤ばかりのしくみをつかっています。銀

ぎん
の

重
おも
さをはかるのにつかわれました。分

ふんどう
銅には

さまざまな重
おも
さのものがあります。

ぜにばかりとふんどう
［銭秤と分銅］ 200 年前

そろばん［算盤］ 120 年前
７つ珠

だま
のそろばんです。お金の計

けいさん
算をすば

やくするために、おおくの商
しょうばいにん

売人がつかっ
ていました。


